
心に残る文化財子ども塾 出雲市立灘分小学校 

 

１．活動の概要 

 令和２年７月７日（火）、出雲市立灘分小学校で『心に残る文化財子ども塾』を開催しま

した。はじめに、灘分小学校の周りの地域の歴史や遺跡について学習しました。灘分町に

は古代の遺跡がないこと、平田地域にある古代寺院や古墳の出土品について説明しました。

次に、勾玉作り体験を行いました。体験用ろう石に好きな形を描き、レンガやヤスリで削

って丸く整えます。最後にサンドペーパーで磨いて勾玉が完成しました。 

２．活動の様子 

 

３．活動を終えて 

①児童の皆さんから 

・勾玉をつくってけずるところ、みがくところが楽しかった。 

・勾玉でもっといろいろな形をつくりたい。 

・角を丸くするのがすごく難しかった。もっといろいろな種類を作りたいです。 

・昔の人みたいにかたい石でやってみて、どのくらい苦労して作ったのか体験してみたい。 

・平田市には古墳などがあまりないと思っていたけど思った以上にあってびっくりした。

もっと島根の歴史について知りたい。 

・平田の遺跡めぐりをしたい。 

・古墳作りをしたい。平田城跡の事を知りたい。 

・時代ごとに灘分や平田が変わっているところがあると分かった。 

・古墳時代の人のご飯を食べてくらしを体験したい。 

・土器や埴輪を作ってみたい。 

・出雲国風土記を全て読みたい。埴輪や銅剣の重さやどうやって作ったのか知りたい。 

 

 

古代の灘分町は海でした どんな形にするか悩むなぁ 石を削って勾玉を作ります 



②担任の先生から 

・地域の歴史について話してもらったことで日頃の学習を身近なものとして捉えることがで

きました。 

・地域についての話では、予想したことを発表するなど児童が発言をする場がとれたら良か

ったと思います。古墳などについて、写真があればよりイメージをもちやすかったかもし

れません。 

・可能であれば一年の間で複数の講座に申し込めると体験の場が増えて良いと思います。 

 

③古代出雲歴史博物館から 

平田地域の歴史や遺跡を紹介し、古代出雲を代表する文化財である出雲国風土記や勾玉

についてプリントで取り上げました。灘分町は周辺に遺跡がなく古代のイメージを持って

もらうのはやや難しいと思っていましたが、前日に古墳時代まで学習されていたことで興

味や関心を持つ児童さんが多かったと思います。ご指摘のように、児童さんが発言できる

ような構成を検討し、意欲的に学習してもらえるよう工夫したいと思います。 


